第２５回大阪府新公会計制度アドバイザリー会議　議事要旨
日　時：平成２４年６月１８日（月）１０時００分から１２時３５分
場　所：府庁本館２階　第１委員会室
出席者：新公会計制度アドバイザー（小幡寛子氏、武田宗久氏）

　　　　清水涼子監査委員
会計管理者、会計局長ほか、新公会計制度グループ員６名、財政課ほか５名
◎アドバイザーの主な意見
【財務諸表の作成について】

· 該当しない勘定科目における金額については、「０」又は「－」で表示するのか、それとも勘定科目を省略してしまうという考え方もあるので検討いただきたい。
· 附属明細表や注記を作成する単位については、会計別を基本とし、注記で重複する事項は、いずれかの会計にのみ記載するなど調整いただきたい。
· 成果指標は有用な情報なので、どのような形で、何を出すかも含めて、掲載することについて検討いただきたい。
【連結財務諸表について】

· 連結財務諸表の対象法人について、自立化した法人を含めるのかどうか検討いただきたい。
· 旧民法第３４条の規定により設立された財団法人や社団法人の出資について、新たな公益法人制度に移行した際の出資割合の考え方が明確に示されておらず、今後の総務省の動向も含めて検討いただきたい。
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